
日本天文学会2011年春季年会

W63a

次期X線天文衛星 ASTRO-H 搭載 CdTe半導体検出器における放射化
バックグラウンドの評価
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ASTRO-H搭載の硬X線撮像検出器 (HXI)と軟γ線検出器 (SGD)は、テルル化カドミウム (CdTe)半導体検出
器を主検出部に用いる。検出器性能を最大限に発揮する上で、バックグラウンドの見積りが非常に重要であるが、
CdTe半導体検出器の宇宙利用は日本初であり、十分な実験とシミュレーションによる検証が求められている。
軌道上では、CdTeの宇宙線陽子による放射化が主要なバックグラウンド源となる。HXIと SGDはアクティブ

シールドで主検出部を覆っているため、放射化した CdTeから逃げ出たγ線を捕え、反同時計数をとることで放
射化バックグラウンドの一部は除去が可能である。我々は、放射線医学総合研究所のHIMACにて 150MeV陽子
ビーム照射試験を実施し、SGD用に開発されたCdTeピクセル検出器を用いて、アクティブシールドによる放射
化バックグラウンド除去を実証した。また、宇宙観測機器のためにGeant4を元に開発されたシミュレータについ
て、CdTe半導体検出器の放射化バックグラウンドが正しく評価できるかを、実験結果との比較により検証した。
本講演では、実際の実験結果とともに、今回用いたシミュレータの検証結果を報告し、軌道上における CdTe

半導体検出器の放射化バックグラウンドについて議論する。


